
全国ロケーションデータベースhttps://www.jldb.bunka.go.jp/
概要 全国各地域のフィルムコミッション（自治体等を中心に設立されたロケーションを誘致する非営利組織。略称：FC）が保有・

蓄積している情報をインターネット上に集約し、日本国内はもとより、海外に向けての情報提供を行うことで、日本の魅力ある
ロケーションを発信し、日本国内における映画撮影の促進及び日本映画の創造活動の活性化を図ることを目的とする。

令和2年度予算額 75百万円
(前年度予算額 30百万円)

サイト公開：平成18年 5月
同年 10月 英語ページ公開

掲載件数：日本語 6,689件
英語 3,676件 （令和2年3月末現在）

アクセス数：約121,000件（令和元年度、総ページビュー数）
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※全国に約335団体
（JFC調べ）

• システム改修（令和2年度）
• FCの現状に係る調査
• FC体制強化につながる研修の実施（ブロック別研修）
• FCの地域間連携体制強化の促進（エリアマネージャーの設置）
• 許認可手続きに関する情報収集及び共有



ロケ撮影環境改善のための取組

１．許認可手続きの最新情報を掲載するための全国ロケーションデータベースの更新

２．FC体制強化のためのエリアマネージャーの試験的設置と効果検証

令和元年度取組事項

令和２年度実施予定
１．許認可手続きの最新情報の収集と共有

２．FC体制強化のためのエリアマネージャーのモデル事業的実施

システムを改修し、分かりやすい形で掲載
令和元年度にリスト化した情報に加え、地域の条例等を調査し、掲載

箇所数を増やして実施予定（R1：1地域→R2：3地域）

許認可が必要になる「道路」「公共団体が管理している場所」「ドローン」での撮影等について、
関係する法律や申請方法（申請先）の一覧を利用者が確認可能に

経験豊富で海外作品の対応も可能な現職のFC担当者をエリアマネージャーに任命
R1：北海道エリア（札幌FCの2名に非常勤で依頼）
エリア内のFCへの支援・情報提供
エリア内広範囲で行われる撮影における窓口・連絡調整
エリア外における企業訪問や商談会等に参加し、エリアとしての誘致活動を実施

地域FCの担当者数の恒常的な不足
海外対応可能な担当者はさらに不足
行政組織の人事異動により、ノウハウの蓄積が不十分

【課題】

許認可手続きの最新情報の共有がされない【課題】

地域FCと撮影者の間で、撮影ニーズの把握・調整を効率化する存在として有効


